
 
令和５年 

辺土名高等学校 
 

Ｊアラートを通じて緊急情報が発信された時の対応について 
 

弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する可能性がある場合は、Ｊアラート等により情報伝達されます。
防災行政無線で特別なサイレン音とメッセージが流れるほか、携帯電話等にも緊急速報メール等が配信され
ます。 

弾道ミサイルが着弾した場合、激しい暴風や破片などにより、身体へ大きな被害を受ける可能性がありま
す。爆風や破片などから身を守るため、状況に応じた避難行動をとることが大切です。 

１）Ｊアラートを通じて緊急情報が発信された時の対応（※対象地域に「沖縄県」が入っている場合） 
① 自宅にいる場合 

  ・安全確認が取れるまで自宅で待機し、身の安全を確保する。 
  ・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する。 
  ・床に伏せて頭部を守る。 
 
 ② 登下校中の場合 
  ・近くの建物（できれば頑丈な建物）の中に避難する。 
  ・近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。 
  ・バス等の公共交通機関では、車内に流れる情報や乗務員の指示を注意して聞き、その指示に従う。 
 
２）Ｊアラートの解除後の対応（避難指示解除後） 
 ・自宅待機中、登下校中の場合の場合は、安全を十分に確認してから登下校をする。 
 
３）遅刻や欠席の取り扱いについて 

・遅刻や欠席については、当日の状況を考慮して弾力的に扱います。安全第一で登校してください。 

※参考「内閣官房国民保護ポータルサイト」URL： http://www.kokuminhogo.go.jp/kokuminaction/ 
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